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令和元年６月２５日（火）

	出席構成員

	

	東かがわ市教育長
	竹田　具治

	委員（教育長職務代理者）
	向山　正裕

	委員
	大久保　尚子

	
	山本　勝博

	
	樫原　文子

	欠席構成員

	

	
	

	説明のため会議に出席した者の職氏名

	

	生涯学習課長
	中川　晃代
	
	

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	
	

	学校教育課　副主幹
	岸本　禎
	
	

	職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	
	

	会議録署名人

	教育長　竹田　具治、委員　向山　正裕

	事務局担当書記
	学校教育課　副主幹　水口　由美子

	【特記事項】　傍聴人：２人
	
	
	
	
	


議　事　日　程

	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	令和元年第6回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	議案
	第１号
	東かがわ市教育振興審議会の設置について

	日程第６
	議案
	第２号
	教職員の働き方改革プランについて

	日程第7
	議案
	第３号
	東かがわ市要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱の一部を改正する告示について

	日程第８
	議案
	第４号
	通学する学校の変更申請の承認について


【議　事　内　容】

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後　２時　開会）

■日程第１　会議録署名委員の指名について

　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、向山委員を指名。

■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。

<質疑>

○　委員　　　　　１日で了承。

■日程第３　令和元年第６回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

　学校教育課・水口副主幹から会議録について説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、６月（５月２８日から６月２５日）に出席した行事等について報告。

　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>

○　特になし。

■日程第５　議案　第１号　東かがわ市教育振興審議会の設置について
　生涯学習課・中川課長が説明。

<質疑>

○　特に無し

■日程第６　議案　第２号　教職員の働き方改革プランについて

　学校教育課・岸本副主幹が説明。

<質疑>

○　向山委員　　　　７ページの東かがわ市の現状についての、表、グラフでは、東かがわ市教職員のひと月あたりの勤務者の時間外ですね。8ページの○の２行目最後、部活動の影響も考えられます。ここは作成者の主観が入っているのが気になります。10ページですが、４．保護者、地域への理解促進のところで、積極的な情報提供等による共通理解の促進の、保護者、地域の方々とありますが、ここは、地域住民でよいと思います。表題のところに、積極的な情報提供等による共通理解の促進及び、付け加えるならば、学校の負担軽減に向けた協力要請、なぜかというと学校へ作品募集が沢山きます。そんな中で、保護者、地域住民、各種団体、地元企業を入れてはどうかと思います。団体等からの要望はありますので、そこにも協力要請をかけた方が良いのではないかと思います。
９ページは、慣れていないのか使い勝手が悪いのか。
○　岸本副主幹　　　慣れていません。

○　向山委員　　　　慣れていないということは、時間さえあれば良くなるということですね。　

○　山本委員　　　　8ページの「部活動の影響も考えられます」という項目は削除してしまうほうがいいのではないかと思います。

○　大久保委員　　　今年新しくスクールサポーターを学校に入れていただいたり、特別支援教育の支援に力を入れていただいたりと、とてもいいことだと思います。また来年の成果を期待したいと思います。

○　樫原委員　　　　スクールサポートスタッフが入って、４・５・６月と3ヶ月ぐらいですが、現場からはどんな声が上がっていますか。

○　岸本副主幹　　　先生方のパソコンでの数値入力や、子ども達に対するちょっとしたマル付けなど隙間的な業務をその時々に応じて行うので、先生方が子どもに向き合う時間の確保ができている。そうすることによって先生方の精神的な余裕も生まれ、スタッフが入って助かっているという声を聞いています。

○　樫原委員　　　　学校に１人しかいないので頼み方によって変わってくると思います。7ページの表は、10月15日から11月1１日の期間で調べたものですが、学校では時期によってテスト期間や先生方の仕事のかたよる時期があると思いますが、この時は何かがあって長時間の方が沢山いるのでしょうか。1年間の平均であれば分かりますが、抜粋した表なので、かたよりは出ていないかと思いましたが。

○　岸本副主幹　　　1年間で考えないと、中学校や小学校で、時期によって忙しさが違いますので、考慮しながら調整していきたいと思います。

○　山本委員　　　　一昨年も協議されたと思います。その時に仕事の持ち帰り等の話が出たり、個人情報の問題等があったかと思います。期間だけをとらえるとこの状況ですが、これが1年間に当てはまるかというとそうではない時もある。健康的に考えたら時間外が多いという事でしょうか。

○　教育長　　　　　基本的にはここに書かれてあるように、非常に時間外が長かったという危機的な状況の数値であったという事で、全国的にも非常に問題になりました。

○　山本委員　　　　80時間を越える教職員が中学校に４６．２パーセント、役職でいえば学年主任などそういう方が多いのでしょうか。

○　岸本副主幹　　　若い先生も多いです。若い方が遅くまで教材研究や、部活動を熱心に行うなどが多かったです。

○　向山委員　　　　管理職も多いですね。

○　山本委員　　　　教頭先生でしょうか。

○　教育長　　　　　過労死レベルを超る時間でした。そこからいろいろな改善を検討してきました。
○　向山委員　　　　中学校であればこの時期は進路関係や懇談などで非常に忙しい時期だと思います。

○　教育長　　　　　これをベースにしながら改善を図っています。部活動の影響もあるということでしたので、部活動のガイドラインも作成してきたと思います。8ページの「サポートスタッフや専門スタッフ等の配置で、学校支援ボランティアも、小・中学校への配置、中学校も兼ねての配置を視野に入れているので、「学校」を削除し、その他は、先程出たことを参考にしながら進め、制定はいつでしょうか。
○　岸本副主幹　　　9月頃の予定です。

■日程第７　議案　第３号　東かがわ市要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱

の一部を改正する告示についてを議題とする。
　学校教育課・水口副主幹が説明。

<質疑>

○　山本委員　　　　校外活動費に修学旅行費は入るのですか。

○　水口副主幹　　　修学旅行費はすでに入っております。屋島や五色台などでの宿泊研修等についてです。
■日程第８については非公開とする。
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